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◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和４年４月末現在
　男　15,680人
　女　15,746人
　総人口　31,426人
　世帯数　13,436世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合
　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●●町公式ホームページ
　https://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式ツイッター
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/

No.1060
June 2022

Ibaraki Public Information広報

再生紙を使用しています

まさみ幼稚園ちびっ子アート

「ぼくのこいのぼり」
　やす　けいすけ （５歳）

「わたしのこいのぼり」
　いいつか　あんな （５歳）
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里山に育む生きものたち
№118　ウキヤガラ

（イネ目　カヤツリグサ科）
学名 Bolboschoenus fluviatilis

 yagara 

写真・文　 安　昌美

か　
や

▼
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
と
は

　

ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
は
、
湖
沼
及

び
河
川
の
岸
辺
の
浅
水
部
や

水
湿
地
に
生
え
る
夏
緑
性
の

多
年
草
で
す
。
高
さ
は
１
〜

1.5
ｍ
ほ
ど
に
な
り
、
茎
は
三

稜
形
で
、
夏
に
茎
の
先
端
部

に
写
真（
上
部
左
下
）の
よ
う

な
花
序
を
つ
け
ま
す
。
生
育

地
が
水
辺
な
の
で
、
近
づ
い

て
よ
く
見
た
人
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
地
下
茎
を
横
に

伸
ば
し
て
群
生
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
遠
く
か
ら
見
た

こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

町
内
で
は
涸
沼
の
湖
岸
周

辺
に
育
ち
、
中
石
崎
、
下
石

崎
、
宮
ヶ
崎
、
生
井
沢
な
ど

も
私
の
野
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
内
各
地
に
見
ら

れ
、
国
内
で
は
北
海
道
か
ら

九
州
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

国
外
で
は
ア
ム
ー
ル
・
千
島

列
島
・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半

島
・
朝
鮮
半
島
・
中
国
・
台

湾
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
ア

メ
リ
カ
を
分
布
に
含
む
本
も

あ
る
た
め
、
か
な
り
広
い
範

囲
に
生
育
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

花
は
穂
の
よ
う
に
集
ま
っ

て
お
り
、
ま
ず
め
し
べ
が
成

熟（
雌
性
期
）し
、
次
い
で
お

し
べ
が
成
熟（
雄
性
期
）し
ま

す
。
花
粉
は
風
に
よ
っ
て
運

ば
れ
、
受
粉
し
ま
す
。
果
実

は
小
さ
く
三
稜
形
で
す
。

▼
名
前
の
由
来
は

　

ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
の
名
前
は

「
浮
矢
柄（
浮
矢
幹
）」で
、

そ
の
枯
れ
た
太
い
茎
は
軽
く
、

水
に
浮
か
ん
だ「
矢
柄
」の
よ

う
で
あ
る
こ
と
が
由
来
で
あ

る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
矢

柄
」は
矢
の
鏃（
や
じ
り
）と

矢
羽
根
を
除
い
た
幹
の
部
分

を
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

植
物
の
名
前
で
、
現
在
の
日

常
生
活
で
身
近
で
は
な
く
な

り
、
説
明
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
カ
ヤ

ツ
リ
グ
サ（
蚊
帳
吊
草
）に
含

ま
れ
る
「
蚊
帳
」も
、
最
近

は
身
近
な
も
の
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。「
垂
乳
根
の
母

が
釣
り
た
る
青
蚊
帳
を
す
が

し
と
い
ね
つ
た
る
み
た
れ
ど

も（
長
塚
節
）」
に
共
感
し
た

り
、
蛍
を
蚊
帳
の
中
に
入
れ

た
経
験
の
あ
る
人
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
ス
ミ
レ
は
大
工
さ
ん
の

「
墨
壺（
墨
入
れ
）」
か
ら
来

て
い
る
と
い
う
説
な
ど
、
植

物
名
の
由
来
は
調
べ
る
と
面

白
い
で
す
。
歴
史
と
共
に
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

▼
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
の
仲
間

　

町
内
の
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
属
と

し
て
は
、
涸
沼
に
コ
ウ
キ
ヤ

ガ
ラ
（
エ
ゾ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
）

が
稀
に
見
ら
れ
ま
す
。
個
体

数
も
少
な
い
の
で
、
絶
滅
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

（Torr.）Sojak
 subsp. 　　　 （Ohwi） T.Koyama


